○大学、教室

問題を解いている邦道。問題内容は、教師は聖職？　結婚はした方がいい？　などの○×式。

スピーカーから流れるチャイム。

　教　授「時間です。鉛筆を置いてください」

シャーペンを放って、背伸びする邦道。

　邦　道「……っ。おわったぁ……！」

筆入れを鞄に仕舞い、席を離れようとする邦道。

と、教室のドア付近にリティ（私服）が立っていることに気付く。手に何かを持っているリティ。

　邦　道「リティ？」

リティもこちらに気付き、片手を振って笑う。

○大学、オープンテラス

弁当を食べている邦道。

何か言いたそうにその姿を見ているリティ。

邦道、視線に気付き。

　邦　道「ん？　――ああ、うまいよ。お前才能あるな」

顔をほころばせるリティ。

　邦　道「でも、どうして弁当なんて」

リティ、テーブル上のノートを持ち、目的のページを開いてみせる。

　リティ『いつも手伝ってもらっているのに、何も返せないから。こんなことで、お礼になるか分からないけど』

　邦　道「そんなこと気にしてたのか？」

邦道、はしを置く。

　邦　道「あのな。お前が来てくれて、感謝してるのは俺の方なんだぞ」

聞いているリティ。

　邦　道「それに、俺もお前も目指す場所は同じなんだ。協力するのは、あたりまえの話だろ」

納得いかないとばかりに、上目遣いなりティ。

邦道、微笑み。

　邦　道「でもま、ありがとうな」

リティ、照れる。

　邦　道「やっぱり、料理がうまいってのはいいな。前に朝日が弁当作った時なんて、そりゃあもう――」

　朝　日「そりゃあもう、何？」

　邦　道「ああ、梅干の変わりに煮たビー球が入ってた」

ごんっ！

　朝　日「嘘つくんじゃないわよ！」

邦道、後頭部を押さえながら。

　邦　道「いつつ……。何だよ、現れるなり殴りやがって」

　朝　日「あんたが馬鹿なこと言ってるからよでしょ、もう……。まぁいいわ」

朝日、邦道の横に立ち。

　朝　日「邦道、今日で試験終わりよね？　週末に海に行くんだけど、一緒に来ない？」

　邦　道「海？」

邦道、驚いてからちょっと嫌そうに。

　邦　道「って、また日本海か？　あそこ風が冷たいんだよな」

　朝　日「何言ってるのよ！　国同士の親交を深めるためにも、寒いなんて言ってないで精一杯入港を歓迎してあげなきゃ――って、そうじゃなくて。海水浴に行かないかって言ってるの。圭の発案なんだけど、邦道もどう？」

　邦　道「海水浴？　けど……」

リティを見る。

リティ、一度邦道を見てから書き書き。

　リティ『行ってきて。私は平気』

　邦　道「そうは言ってもな……」

　朝　日「ね、リティも一緒にどう？」

驚くリティ。両手と首を振って否定の合図。

朝日、リティの隣に座って。

　朝　日「リティ、最近働きっぱなしじゃない。少しは気分転換した方がいいわよ」

　邦　道「そうだな。確かにここんとこ忙しかったし」

ええっ！　と邦道を見るリティ。

　邦　道「嫌なら、無理にとは言わねえけど」

　朝　日「行こ。きっと楽しいわよ」

交互に邦道と朝日の顔を見るリティ。

躊躇いがちに、小さく頷く。

○大学、敷地内

遠目に邦道たちの姿が見えるベンチ。背もたれに肩を回して座っている男（アベ）と、漫画を読んでいる女（アソー）。

アソー、漫画から目を離さず。

　アソー「あれが、ターゲット」

アベ、微動だにせず。

　アソー「作戦立案は、あんたに任せるわ。ただあのうるさい子が負けたって言うくらいだから、油断していい相手じゃない。それだけは忘れないで」

アベの横顔、やはり動かない。

横目でアベを見るアソー。

　アソー「アベ？」

　ア　ベ「いいのかい？」

アベ視点で、邦道。リティに何か話し掛けている。

　ア　ベ「俺は、ノンケだってかまわないで食っちまう人間なんだぜ？」

ぱん、と漫画本を閉じるアソー。口のアップ。
　アソー「この（ピー）野郎っ」

○海

青空。

人のたくさんいる砂浜。

海に向かって砂浜を歩いていく、水着リティの後ろ姿。

潮風に揺れるリティの髪。ぼうっと海を見ているリティ。

後ろから現れる邦道。

　邦　道「リティ」

リティ、気付かない。

隣に立つ邦道。ちらりとリティを見て、頬を染めて前に向き直る。

　リティ「広い……」

その声に、もう一度リティを見る邦道。

　邦　道「リティ？」

　リティ「！」

ようやくリティが邦道に気付く。見上げるリティ。

　邦　道「お前、今……」

　リティ「？」

　邦　道「いや、気のせいか」

また海を見る邦道。その頭に、ビーチボールが当たる。

　朝　日「何やってるのよ！　せっかく来たんだから、目一杯遊ぶわよ！」

　圭　　「邦道先輩。すみません、遅くなって」

　邦　道「おう」

ビーチボールを拾う邦道。

　邦　道「行こう、リティ」

歩き出す邦道。ついていくリティ。

　邦　道「ほらっ」

邦道、左手でビーチボールを投げる。

　朝　日「圭！」

朝日、左手を伸ばしてボールをトス。

　圭　　「リティちゃん」

圭、右手で軽くリティにトス。

　リティ「……！」

リティ、捕れずに転ぶ。リティの頭に真上からボールが当たる。

呆れる邦道。心配する朝日と圭。

はにかむリティ。

泳いでいる邦道。

泳いでいる朝日。

邦道の手が、波間に漂うビーチボールを掴む。

　邦　道「よっしゃあ！　俺の勝ちぃ！」

少し離れたところから、朝日。

　朝　日「うー。もう一回勝負よ！」

向かい合って座っているリティと圭。

リティの後ろから現れ、覗き込む邦道。

　邦　道「何してるんだ？」

　圭　　「先輩。――見てください、蟹ですよ」

　邦　道「蟹？」

　圭　　「蟹って、本当に横に動くんですね」

　邦　道「そりゃ、そうだろ」

蟹を突付くリティ。指を挟まれる。

痛がって腕を振る。

　圭　　「リティちゃん！」

　邦　道「……大丈夫か？」

○海の見える道路

双眼鏡で、邦道を見ているアベ。

双眼鏡を下ろし、爽やかな笑み。

　ア　ベ「ふっ……」

バナナを食べる。

　ア　ベ「最高の思い出にしてやるぜ」

もぐもぐ。

○砂浜

青い海。

　邦　道「ぷはぁっ」

顔を出す邦道。首を振る。

　圭　　「邦道先輩！」

小走りに寄ってくる圭。

　邦　道「ん？」

　圭　　「リティちゃんが……」

　邦　道「リティが？　どうかしたのか？」

　圭　　「その……」

圭、遠くの海を指差して。

　圭　　「波に乗って、流されて行っちゃいました」

　邦　道「なにいっ！？」

水平線近くに点。そこを示す矢印。

頭を抱える邦道。

　邦　道「たく、何やってるんだあいつは」

振り返り。

　邦　道「ちょっと、迎えに行ってくるな」

　圭　　「あ、はい……」

泳ぎだす邦道。

　圭　　「…………」

と、そこに現れる朝日。両手に缶ジュースを持っている。

　朝　日「圭、邦道は？」

　圭　　「リティちゃんのところ」

朝日、一瞬止まって。

何事もなかったかのように、圭に缶ジュースを渡しながら。

　朝　日「ふぅん。はい、これ」

圭、缶を受け取ってため息。

　圭　　「もう。せっかくの海なんだから、もっと邦道先輩にアピールしなきゃ駄目だよ」

　朝　日「な、何よそれ！　あたしは別に……」

　圭　　「水着だって、せっかくもっとセクシーなの選んであげたのに……」

　朝　日「あ、あんな肌が出てるの、着れないわよ！」

　圭　　「もう……」

圭、缶ジュースの蓋を空けて。

　圭　　「――ねぇ朝日。本当に、このままでいいの？」

　朝　日「だからぁ。いいも何も、あたしはそういうんじゃないってば……」

圭、不満そうに見て。

　圭　　「朝日の馬鹿」

去っていく。

　朝　日「ちょっと、圭！」

朝日、呼びかけるが追いかけはしない。

圭を見送って、海に視線を向け。切なげ。

○沖

ビーチボールに掴まり、気持ち良さそうに波間を漂っているリティ。

　邦　道「リティ！」

リティ、邦道に気付く。

　邦　道「何のんきに漂ってるんだよ。あんまり沖に出ると、帰ってこられなくなるぞ」

目を丸くするリティ。

　邦　道「とにかく、さっさと……ぷ」

大きな波が起こり、邦道沈む。

邦道、顔を出す。

　邦　道「なんだぁ？」

邦道とリティ沖を見る。

巨大な客船が、近くを通っていた。

　邦　道「でけえ……は、いいとして」

邦道、リティに寄り。

　邦　道「ほら、早く戻るぞ」

リティの背中に手をやって押す。

リティ、赤くなってボールに顔をうずめる。
海、周りに誰もいない。

　邦　道「――どうだ、海は楽しいか？」

リティ、邦道を見る。

邦道、リティではなく岸の方を見て。

　邦　道「たまにはこうして、右翼だの左翼だの忘れて楽しむのもいいよな」

リティ、またビーチボールに顔埋める。ただし今度は表情見せない。
リティのバタ足。

　邦　道「をっ？」

邦道、水飛沫から顔を庇ってリティから手を離す。

　邦　道「リティ？」

リティ、少し離れたところからこちらを見ている。どこか不満そう。
リティ、バタ足で先に行ってしまう。
　邦　道「あ、おい」

状況がつかめず、見送る邦道。

○巨大客船、デッキ上

プールが設えられている。

プールサイド、ビーチベッドに寝転がって漫画を読んでいるブッシュ。肩と腰と太腿に銃をぶら下げている。

シャチの浮き輪を抱えている、ワンピースの水着を来たコイズミ、ブッシュの横に立ち。

　コイズミ「ブッシュ様、せっかくですのに泳ぎませんの？」

　ブッシュ「――今日はやめとく」

　コイズミ「そう仰らないで下さい。私一人で泳いでも、つまらないんですもの」

ブッシュ、銃を示して。

　ブッシュ「ごめんね。こいつら、防水仕様じゃないの」

　コイズミ「まぁ、残念ですわ……」

コイズミ、背を向けて。隠し脇差を抜く。

一閃。

ブッシュの銃器をすべて（ついでに漫画本も）奪い取ったコイズミ、プールの上にブッシュのガンベルト等を突き出して。

　コイズミ「私、寂しさのあまり、こんなことをしてしまいそうですわ」

　ブッシュ「わぁあああっ！」

ブッシュ、慌ててコイズミにかけより。

　ブッシュ「だ、駄目、返して！」

　コイズミ「あ」

コイズミ、全部プールの中に落とす。

　コイズミ「まぁ、手が滑ってしまいましたわ♪」

　ブッシュ「あぁ……」

ブッシュ、手を伸ばした体勢で固まり。

　ブッシュ「――っひゃ！」

両手で自分の体を抱いて、その場にしゃがみこむ。

　コイズミ「ブッシュ様、いかがなさいました？」

　ブッシュ「だ、だってあたし。銃がないと、裸でいるみたいで落ち着かなくて。こ、こんな格好、恥かし……」

　コイズミ「まぁ、恥かしがることなんてありませんわ。とっても似合ってますもの」

　ブッシュ「うー……」

　コイズミ「さぁブッシュ様、一緒に泳ぎましょう♪」

シャチにまたがっているブッシュ。

水に半分つかりながら、プールサイドに肘をつき、身を乗り出しているコイズミ。

　アソー「――以上が、アベの作戦です」

　コイズミ「まぁ。アベったら、すっかり恋する乙女ですわね」

　アソー「正直、死ねば良いのに」

　コイズミ「アソー、そういうことを言っては駄目ですわ」

にこにこ。

アソー、顔を上げ。

　アソー「ヒトラー様は？」

　コイズミ「なんでも、大切なイベントがあると言ってましたわ」

○挿入

どこかの会場。膝の上のスケッチブックに、絵を描いているヒトラー。

新刊。ルルーシュ×オレンジ本。『全力で抱きしめろ！』

ていうかコミケ会場。

○巨大客船上

　アソー「では、今枢軸の幹部は出払っているのですか？　それは……」

　コイズミ「心配いりませんわ。ノイジーが、一人で留守番してくれてますもの♪」

　アソー「一人で」

ブッシュとシャチ、ひっくり返る。

　コイズミ「それで、アソー」

　アソー「はい」

プールの中。コイズミの水着。

　コイズミ「その、大変言いにくいのですけれど」

　アソー「は？」

　コイズミ「あなたに借りた、漫画本なのですけれど……」

プールの底。銃器と一緒に沈んでいる漫画本。

○砂浜

日に、赤味が差してきた。

砂浜に座る邦道。缶を取り、飲もうとしてやめる。

　邦　道「カラか……」

横から手。

　マ　オ「（オフ）これ、飲むヨロシ」

　邦　道「ああ、サンキュ――っ！？」

そこにいたのは、水着のマオ。サングラス。

　邦　道「お前！　この前の！」

　マ　オ「久しぶりアル」

マオ、サングラスを下げてウインク。

　マ　オ「自己紹介まだだたネ。ワタシ、マジカルソビエトに協力してるマオ言うアル。よろしくネ」

　邦　道「え、あ、ああ。俺は、赤井邦道」

缶の中身を飲んで、そこらに置く。

　邦　道「あの時は助かった。ありがとう」

　マ　オ「いえいえアル」

　邦　道「…………」

邦道、気になって。

　邦　道「えっと、俺に何か用事が？」

　マ　オ「不是。ただ日本の海を満喫しに来ただけヨ」

　邦　道「そうか。――じゃあ、俺はみんなのとこに戻るから」

邦道、立ち上がる。その後姿に、マオ。

　マ　オ「……リティのこと、大切にしてやって欲しいアル」

振り返る邦道。

　邦　道「え？」

　マ　オ「リティは、マジョリティの代弁者アル。いつもみんなのことを考えてるヨ。それが、宿命ネ。それはとても立派なことで、少し寂しいことアル」

　邦　道「……」

　マ　オ「邦道には、リティ個人のこと、しかり考えてやて欲しいネ」

　邦　道「……ああ」

邦道、前を向く。

マオ、嫌な笑み。

○砂浜

　　　　　　　泳いでいる朝日。砂浜近くまで来て、立ち上がる。

　朝　日「……あれ、邦道？」

膝まで水に浸かった朝日、岩陰に消えようとしている邦道を発見。

　朝　日「？」

追いかけようと、歩き出した直後。

　マ　オ「ニーハオ！」

　朝　日「ひゃあっ！」

後ろから、マオに抱きつかれる。

マオ、背中に頬をすりながら。

　マ　オ「うーん。思ったとおり柔らかいネ」

　朝　日「な、なによっ！？　って、あなた、この前デパートで会った？」

　マ　オ「覚えててくれたアルか？　感激ネ！」

言いながら、下乳と腰に手を這わせる。

　朝　日「ちょ、ちょっと！」

　マ　オ「――悪いけど、リティの邪魔はさせられないネ」

ぎゅっと抱きつく。耳元に唇を近づけて。

　マ　オ「それに、ワタシあなたみたいな子大好きヨ。このまま、攫ってしまいたいくらいネ」

　朝　日「な、何言って……あ」

マオの手、太腿の方に伸びる。

　朝　日「や、ちょ、やめっ！」

　圭　　「朝日！？」

叫び声に気付いた朝日、振り向き。

　朝　日「圭っ。助け――」

　圭　　「私の朝日に、何してるのっ！」

　朝　日「…………」

　マ　オ「…………」

黙り込んで圭を眺める二人。

　圭　　「…………っ！」

圭、真っ赤になって仰け反る。

○コミケ会場

先ほどと変わらない姿勢で、絵を描いているヒトラー。

前に立つ人影。

　アダム「（オフ）一冊もらえますか？」

　ヒトラー「……女性向だが」

　アダム「（オフ）知ってます。でも、内容じゃなくて絵が好きって言うか。あ、もちろん内容も好きなんですけど――」

　ヒトラー「……百円」

　アダム「（オフ）あ、はい。それで――」

買った新刊を、ヒトラーに差し出す手。

　アダム「（オフ）サイン、もらえません？　俺、大ファンなんです」

ヒトラー、黙った後、本を受け取る。

　アダム「（オフ）ありがとうございます！」

　ヒトラー「――名前は？」

　アダム「（オフ）アダムです」

目を見開くヒトラー。

　アダム「アダム・ブラウン」

顔を上げて、アダムの顔を見る。

　アダム「……？」

しばらく、見つめあい。

○海岸、岩場

夕暮れ時。随分と世界が赤くなってきた頃。

　邦　道「リティ？」

捜している邦道。見当たらず、岩の上から砂地に飛び降りる。

　邦　道「こっちだと思ったんだけどな……」

少し歩く。

と、長く伸びた影を発見する。影の主は、岩の陰になって見えない。

　邦　道「リティ？」

岩の陰が見通せる場所まで、歩いて向かう。影の主の方を見て、硬直。

砂浜のど真ん中にあるベンチに座って、ビキニの海水パンツ一丁の男がこちらを見ていた。

夕日の海を背に、男が言う。

　ア　ベ「やらないか」

岩壁に追いつめられる邦道。

アベ、邦道の頭のすぐ近くの壁に手をついて。

　ア　ベ「おまえさんが悪いんだぜ」

邦道、ひどく焦って。

　邦　道「な……」

　ア　ベ「俺としたことが一目ぼれだ。この気持ち、どうしてくれるんだ？」

　邦　道「どうって……」

　ア　ベ「なに、難しいこっちゃないさ」

アベの顔が迫る。

　ア　ベ「愛し合おうぜ。俺のテクニックで、落ちなかったやつはいねえのよ。何もかも、忘れさせてやるぜ」

　邦　道「ま、おい、まっ！」

怯える邦道。

唇が近付く。

　リティ「ダメーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！」

上空から、高速で垂直に降ってくるリティ。箒に乗っている。ただし水着。

リティ墜落と同時に小爆発。

華麗にバク転、バク宙で逃れるアベ。

爆発が収まった後、砂埃の中から邦道とリティ姿を現す。

　邦　道「リティ！　――ってことは、こいつは！」

アベを見る邦道。

アベの背後にアソーが降り立つ。苦しそう。

　アソー「……ごめん。引き付けきれなかった」

　ア　ベ「いいさ」

アベ、踏み出し。

　ア　ベ「おう。確かに俺はマジカル枢軸の者だ」

邦道を庇う形のリティ、真剣な顔。

　ア　ベ「けどよ、俺らはただ愛を語らいあってただけだぜ？　そいつを邪魔する権利が、おまえさんにあるのかい？」

　邦　道「語らいあってねえ！」

困惑して振り返るリティ。

　邦　道「戸惑うな！」

　ア　ベ「人の恋路を邪魔するやつぁ、馬に蹴られても文句言えないんだぜ？」

アベ、立ち止まり思いついたように。

　ア　ベ「そうか……。おまえさん、ひょっとして妬いてるのかい？」

驚き、立ち尽くすリティ。

その隙を突いてリティの懐に飛び込んだアソー。リティの顎目掛けてライフルを一発。

跳ね飛ぶりティ。砂浜に倒れる。

　邦　道「リティ！」

　ア　ベ「おっと。浮気はよくないぜハニー」

駆け寄ろうとする邦道だが、アベが後ろから腕を掴む。

邦道、歯を食いしばり。

　邦　道「離せ！」

　ア　ベ「わりいな、ちぃっと我慢しててくれ。なに、すぐ終わるさ」

アソー、リティに狙いを定める。

　邦　道「リティぃぃいっ！」

放たれる弾丸。

弾丸、魔力障壁にはじかれる。

　アソー「何！？」

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

リティ、肘をついて身を起こす。

　リティ「赤井さんに、心配掛けるのはよくない！」

巻き上がる砂。

　アソー「くそっ！」

アソーの背後に、AK47を持った石田。アソー気付く。

　アソー「この、唖女ぁっ！」

振り返るより早く、AK47発射。

砂煙晴れる。対峙するアベと石田。

　石　田「キミは、いっぺん死んだ方が良い。あたりまえの話だよね」

アベ、それを受けて答える。

　ア　ベ「――やらないか」

銃殺。

○砂浜

前を行く邦道。後ろを歩くリティ。

　邦　道「今回は、マジで助かった。ありがとな、リティ」

立ち止まるリティ。邦道気付かない。

　邦　道「もしリティが来なけりゃ――うげ。想像しただけで寒気が――」

リティ、邦道を見ていない。

　邦　道「リティ？」

呼ばれて、邦道を見るリティ。

○挿入

　ア　ベ「そうか……。おまえさん、ひょっとして妬いてるのかい？」

○砂浜

赤くなるリティ。

走り出し、邦道の脇をすり抜けて行ってしまう。

　邦　道「あ、おい」

邦道、困惑。

○巨大客船、デッキ上

顎に指を当てて、コイズミ。

　コイズミ「まぁ、負けてしまいましたの」

アソー、膝をついて。

　アソー「申し訳ありません」

　コイズミ「仕方ありませんわ、リティさんはお強いですもの。――今日のところは撤退しましょう。アソーは、先に戻っていてくださいね」

　アソー「は」

箒を取り出し、消えるアソー。

と、コイズミ急に明るい顔になり。

　コイズミ「では、私はもう一泳ぎ……」

プール際まで駆ける。と、コイズミの後頭部に銃口が突きつけられた。

突きつけているのは、ブッシュ。

　ブッシュ「コイズミ。言い残すことはある？」

　コイズミ「まぁ、ブッシュ様」

コイズミ、にっこにこ。

　コイズミ「恥かしがるブッシュ様は、とってもキュートでしたわ♪」

パン！

水しぶきがあがる。

ブッシュ、銃を太腿のホルダーに仕舞う。

　ブッシュ「さてと」

ブッシュ、プールに背を向け船外の海に目をやり、楽しげに笑う。

　ブッシュ「次はあたしの番ね」

○マジカルソビエト

真っ白い地面の上、水着で肌を焼いているスターリン。その横で、パラソルを持っているヴォローシロフ。

マオ、近くに立ち。

　マ　オ「行てきたヨ」

　スターリン「感謝する」

マオ、スターリンに寄り添い。

　マ　オ「ワタシ、まだリンのすること認めたわけじゃないネ。ただ、枢軸を倒すために協力してるだけアル」

　スターリン「それで十分だ」

嫌そうな顔のマオ。

狐が歩いている。

　スターリン「リティと赤井邦道の絆は、我らの計画に絶対必要なのだ。マジカルソビエトの未来のためにな」

　マ　オ「あの修正主義者も、アルか？」

　フルシチョフ「その呼び名は、心外ですな」

フルシチョフ、エスキモー張りの防寒具。

マオ、睨み。

　マ　オ「何アルか、その格好。気分台無しネ」

　フルシチョフ「……台無しなのは、あなた方でしょう」

カメラ引く。

スターリン達がいたのは、氷山の上。

　スターリン「紫外線は、適度に強いぞ？」

　フルシチョフ「どんな理屈ですか」

○朝日の家、門の前

夜。

歩いている三人。朝日と邦道並び、後ろにリティ。

　邦　道「やぁっと着いたな。ん……」

背伸びする邦道。

　朝　日「何よ。楽しくなかったって言うの？」

　邦　道「そうじゃないけど、疲れたんだよ」

　朝　日「……そね。あたしも。早くお風呂入って寝よ」

門前で立ち止まる三人。

邦道、振り返り。

　邦　道「じゃあな」

　朝　日「うん、また明日」

玄関に向かう朝日。

邦道、リティを見て。

　邦　道「リティも」

リティ、頬を染めて動かない。

邦道、軽くきょとんとしたから、笑う。

　邦　道「また行こうな」

リティ、少し目が潤んでる。恥かしげに頷く。

朝日、その様子を見て――

続く

エンドカードは、水着のヒトラーと水着のノイジーで。

